
 

 

 

 

知事のトルコ共和国訪問 
 

 

 

記 

 

１ 訪問期間 ２０２５年８月３日（日）から８月７日（木）まで ５日間 

 

２ 訪 問 者 宮﨑 泉 和歌山県知事、田嶋 勝正 串本町長 他 

                                                

３ 知事日程 別紙１ 

 

４ 行事の概要 別紙２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県 記者発表 

令和７年８月１9日 

● 宮﨑知事は、オスマン帝国の軍艦「エルトゥールル号」の海難事故から１３５周年、イラ

ン・イラク戦争時のトルコ航空機による邦人テヘラン脱出から４０周年を迎えたことを受

け、メルシン市との姉妹都市縁組から５０周年を迎える串本町の田嶋町長とともに、８月

３日（日）から８月７日（木）の日程でトルコ共和国を訪問しました。 

● 首都アンカラでは、トルコ共和国において日本との友好交流に積極的に取り組んでいる公

益財団法人土日基金と、地震・津波等に対する防災の知見を高め、両国の文化理解や学び

を促進することを目的とした青少年交流の覚書を締結しました。 

● イスタンブールでは、トルコ航空会社本社を訪問し、同社 CEO と友好交流について幅広

く意見交換を行いました。また、エルトゥールル号関連の展示がされている海事博物館を

訪問しました。 

● メルシンでは、メルシン県知事及びメルシン市長と友好交流などについて意見交換を行う

とともに、同市内アタチュルク公園において慰霊碑への献花を行いました。 

 

〈お問合せ〉 

 企画部 企画政策局 国際課 国際交流班 

担当：坂本、西田 

電話：073-441-2056 



（別紙１） 

３ 知事日程 

 

８月３日（日） 夜（日本時間） 関空発 

８月４日（月） 午前（トルコ時間） 

 

午前 

午後 

イスタンブール着 

イスタンブール発 

アンカラ着 

土日基金との青少年交流に係る覚書締結式 

トルコ共和国外務副大臣と意見交換 

駐トルコ共和国日本国大使館主催レセプション 

８月５日（火） 午前  

 

 

午後  

アンカラ発 

イスタンブール着 

トルコ航空会社ＣＥＯとの意見交換 

海事博物館視察 

ジェトロイスタンブール事務所長との意見交換 

在イスタンブール日本国総領事との意見交換 

８月６日（水） 午前 

 

午後 

イスタンブール発 

メルシン着 

メルシン県知事との意見交換 

メルシン市長との意見交換、慰霊碑献花 

メルシン発 

イスタンブール着 

８月７日（木） 午前 

夜 （日本時間） 

イスタンブール発 

関空着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙２） 

４ 行事の概要 

 

公益財団法人土日基金との青少年交流に係る覚書締結式 

 日 時：８月４日（月） １０：４０～１１：４０ 

 場 所：土日基金文化センター 

相手方：ネジャット・ボラ・サヤン理事長 

宮﨑知事は、トルコ共和国における日本との本格的な

二国間交流活動の拠点として、文化・経済等において交

流を行い、両国の友好協力関係を一層発展させることを

目的に活動を行っている公益財団法人土日基金を訪問

し、ネジャット・ボラ・サヤン理事長と青少年交流に係

る意見交換を行った。 

また、公益財団法人土日基金と防災・文化理解等に資

する青少年交流を目的とした覚書を締結した。 

覚書の締結式には、勝亦孝彦 駐トルコ共和国日本国

特命全権大使やコルクット・ギュンゲン トルコ外務省

二国間関係局長などが出席され、今後の和歌山県とトルコ共和国との友好発展に期待する旨の

ご挨拶をいただいた。あわせて、宮﨑知事は、会場に集まった現地の子どもたちやトルコ共和

国外務省関係者、土日基金職員などに向けて和歌山県の魅力や今後の青少年交流に関するプレ

ゼンテーションを行った。 

  

 

ゼキ・レヴェント・ギュムリュクチュ トルコ共和国外務副大臣との意見交換 

 日 時：８月４日（月） １６：００～１６：５０ 

 場 所：トルコ共和国外務省 

 相手方：ゼキ・レヴェント・ギュムリュクチュ トルコ共和国外務副大臣 

宮﨑知事は、ゼキ・レヴェント・ギュムリュ     

クチュ外務副大臣を表敬訪問し、トルコ共和国 

と日本のこれまでの友好を次世代に継承してい 

くことなどについて、意見交換を行った。ギュ 

ムリュクチュ外務副大臣は、これまでの友好関 

係に謝意を述べられるとともに、土日基金との 

覚書に基づく青少年交流による友好関係のさら 

なる深化のほか、今後、経済面で取引等の拡大 

などに期待していると述べられた。 

 

 

 



駐トルコ共和国日本国大使館主催レセプション 

 日 時：８月４日（月） １８：５０～２１：００ 

 場 所：駐トルコ共和国日本国大使公邸 

 相手方：勝亦 孝彦 駐トルコ共和国日本国特命全権大使 

宮﨑知事は、駐トルコ共和国日本国大使公邸において 

開催されたレセプションに出席した。レセプションには、 

トルコ共和国外務省や同国防衛省関係者など約４０名が 

出席され、和歌山県とトルコ共和国との友好関係をＰＲ 

する、実りの多いレセプションとなった。 

 

 

トルコ航空会社幹部との意見交換 

 日 時：８月５日（火） １２：００～１３：３０ 

 場 所：トルコ航空本社 

相手方：ビラル・エクシ トルコ航空会社ＣＥＯ 

  宮﨑知事は、１９８５年のイラン・イラク戦争時に邦

人のテヘラン脱出のために航空機を派遣したトルコ航

空会社を訪問し、同社のビラル・エクシＣＥＯと、関西

―イスタンブール直行便の再開でますます活発化する

ことが期待される人的交流などについて、意見交換を行

った。また、トルコ航空会社が制作したドキュメンタリ

ー映像「串本-KUSHIMOTO-」を次世代に語り継ぐために活用としたいと述べ、快諾を得た。 

 

 

海事博物館視察  

日 時：８月５日（火） １４：３０～１５：３０ 

 場 所：海事博物館  

  宮﨑知事は、海事博物館を訪問視察し、エルトゥールル号関連の資

料の展示等について、カディル・アタセヴェン海事博物館館長より説

明を受けた。 

 

 

ジェトロイスタンブール事務所長との意見交換  

日 時：８月５日（火） １５：４０～１６：３０ 

 場 所：シャングリラ・ボスポラス・イスタンブール 

相手方：佐野 充明 ジェトロイスタンブール事務所長 

  宮﨑知事は、佐野充明 ジェトロイスタンブール事務所長

を往訪し、トルコ共和国の経済の現況等について、説明を受

けた。今後の和歌山県内企業とトルコ企業との間の取引の拡

大や人的交流の活性化などについて、意見交換を行った。 



在イスタンブール日本国総領事との意見交換  

日 時：８月５日（火） １９：００～２１：００ 

 場 所：セブンヒルズ・レストラン 

  相手方：笠原謙一 在イスタンブール日本国総領事 

  宮﨑知事は、笠原謙一 在イスタンブール日本国総領事と意見交換を行った。和歌山県と

トルコ共和国とのこれまでの交流や今回のトルコ共和国訪問の趣旨などを説明し、同総領

事からはトルコ共和国と日本との交流の現況について説明を受けた。 

 

 

メルシン県知事との意見交換  

日 時：８月６日（水） １１：３０～１２：００ 

 場 所：メルシン県庁 

 相手方：アティッラ・トロス メルシン県知事 

宮﨑知事は、アティッラ・トロス メルシン県知事    

を表敬訪問した。トロス県知事からは、県としてメ   

ルシン市と串本町の交流に対し、できる限り支援し  

ていきたいとの発言があった。また、土日基金との 

覚書締結について説明し、今後さらに青少年交流を 

通じて友好を深め、継続させていくことなどについて、意見交換を行った。 

 

 

メルシン市長との意見交換及び慰霊碑献花  

日 時：８月６日（水） １３：００～１４：３０ 

 場 所：メルシン市役所及びアタチュルク公園内慰霊碑 

 相手方：ヴァハップ・セチェル メルシン市長 

  宮﨑知事は、エルトゥールル号及び現地で第二次世界戦 

中に沈没したトルコ軍艦レファ号の犠牲者を悼む慰霊  

碑への献花を行った。その後、メルシン市役所を訪問し、 

ヴァハップ・セチェル メルシン市長と意見交換を行った。 

本年が串本町との姉妹都市縁組から５０周年を迎えたこ 

とを祝うとともに、両市町で今後さらに友好交流を深化、 

継続させていくことを確認するとともに、県としても支援 

していきたいと述べた。 

  

 

 

 







地震・津波に対する防災にかかる青少年交流促進のための覚書（抄訳） 

和歌山県 

土日基金 

 

１８９０年９月１６日、オスマン帝国の軍艦「エルトゥールル号」は、串本

町樫野埼沖で台風による強風と高波により座礁し沈没、この海難事故により５

８７名の命が奪われる大惨事となったが、付近住民の懸命の救助活動により６

９名を救出した。 

時を経て、１９８５年、イランイラク戦争中において、イランの首都テヘラ

ンに取り残された邦人の脱出のため、トルコ航空が危険な状況が迫る中、旅客

機を派遣し、２１５名が無事に脱出した。 

現在では、「エルトゥールル号」の日本訪問とその後の遭難事故及びトルコ航

空による邦人テヘラン脱出は、日本とトルコの友好関係の原点と象徴とされて

いる。 

 

土日基金は、社会、文化、教育、技術等の分野において、トルコと日本の友

好関係を一層発展させるために設立された法人であるが、トルコ大地震による

被災者支援をはじめとし、地震対策をテーマとしたセミナーの開催などに取り

組んでいる。また、和歌山県は、将来発生が懸念されている南海トラフ巨大地

震と津波に備え、防災教育をはじめとした様々な取り組みを実施している。 

 

２０２５年は、エルトゥールル号の遭難事故から１３５年、邦人テヘラン脱

出から４０年となる。この節目の年に、両国が共に地震の脅威にさらされてい

ることを踏まえ、和歌山県と土日基金は、相互の地震に対する防災・減災の取

り組みを学び、次代を担う青少年が命の大切さをあらためて考えることを目的

とした相互交流を促進するため、友好と相互利益に資する協力の精神に基づき、

以下事項に関して合意した。 

 

１．目的 

  両者は、相互の青少年交流を発展・促進させることに合意し、今後の５年

間の協力により、次世代を担う若者への防災教育及び文化交流を推進するこ

とを目的とする。 

 

２．取決 

  両者は、相互利益に資する協力関係と日本・トルコ双方の法律に従い、互

いの機能と権限の範囲において、協力関係の強化に努める。 



  両者は、両国間の包括的な枠組みの範囲において、友好・協力関係を構築

し、互いに共通する目的を達成するため、地震や津波に対する防災・減災を

テーマとした青少年交流におけるプログラムについて協議する。 

 

３．主となる協力内容 

主となる協力内容は、和歌山県とトルコにおいて、青少年の相互交流により、

地震・津波対策など防災分野における人材育成や文化交流を推進する。 

   

４．実施組織 

  両者は、この覚書を履行するため、以下を調整・担当機関として任命する。 

    日本側 ：和歌山県企画部国際課 

    トルコ側：土日基金 

 

５．追加と修正 

  どちらか一方が本覚書の文言に関し、提案がある場合には、相互の信頼と

共栄の精神に基づき、協議を通じて解決を図る。また、お互いの違いや困難

な状況を乗り越えられるようお互いに努力する。 

 

６．有効期限 

本覚書は署名日から５年間有効とする。 

もし、どちらか一方が有効期限の３か月以内に、書面をもって相手方に覚書

を解消する意思を伝えない場合は、本覚書は自動的に５年間の期間をもって更

新する。 

本覚書が解消された場合においても、本覚書に従い、解消前に合意された他

の協力事項には影響しない。 

 

本覚書は、２０２５年８月４日にアンカラにおいて英語で２部署名され、そ

れぞれを同価値の原本とする。 

 

 

和歌山県                  土日基金 

知事                    理事長 

 

 

                                      


